
 
 
 
 
 
 

                                                                                      春の表彰式 平成２1年4月 

 

村松志保子助産師顕彰会 会報誌 （第5回発行・2010年5月) 

【村松志保子助産師顕彰会とは】 
  明治・大正時代に女医から産婆になり、博愛精神に基づいた福祉活動や女性の地位向上に貢献した村松志保子の功績 
 を顕彰し、その精神と志に根ざした活動を実践した助産師（産婆）を表彰し、その志を継承した活動を通じて地域社会 
 に貢献することを目指しています。現在、会員80名で活動を行っています。 
 

会報誌 「しほこの樹」 
第5号 

第8回の表彰式を行いました（式典） 
 

第8回村松志保子賞等表彰式および懇親会 
平成2１年４月12日（日）13：30～17：00                      
会場：リバーサイドホール1階ミニシアター 
 

受賞者代表ごあいさつ：小田切房子先生 
記念講演１「産婆と関東大震災」原島早智子先生 
記念講演２「いのちをつなぐ」 賀来はつ先生 
 

歌やマジックなどでの懇親会（ティパーティー）は、とても 
和やかな雰囲気であっと言う間の楽しいひとときでした。 
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第9回の表彰を行いました（郵送の部） 

第9回村松志保子賞等表彰者へ郵送で受賞していただきました。 



 
 
 
 
 

 

   お知らせコーナー 
 ―♪日本助産師会に行きましよう♪― 

   ・思春期勉強会 （第1火曜日午後） 

   ・女性の性の健康講座（第2火曜日18時） 

     ・楽しい子育て・孫育て講座 （第1金曜日午後） 

     ＊場所は東京本部になります。 

会員のみなさま 

  今年の春は、桜と雪の競演で不思議な景色が見られましたが、やっと落ち着いた季節

になりました。街路樹の桜は緑の葉となり、代わりに花みずきがキレイに咲いています。

花盛り♪の素敵な街並みも、夜にはまだまだ花冷えのこの頃です。体調も変化しやすく、

会員の皆様にはお身体ご自愛のほどお元気でお過ごしくださいませ。 

お願い 
  当会では、みなさまの素敵なご活躍の声をお寄せいただき、会報でご紹介したいと思
います。また、現在ご活躍されている方や歴代のお産婆（助産師)さんをご存知の方など、
みなさまからのご連絡をお待ちしております。 

「村松志保子助産師顕彰会」入会のご案内 
 

【入会の方法】 

  本会の活動趣旨に賛同される方ならどなたでも入会できます。 

  所定の入会申し込み用紙で申し込み、入会費及び会費の 

  納入確認後、会長が入会を承認いたします。 

  入会金 ： 5,000円  年会費 ： 5,000円    

 

【お問い合わせ先・入会用紙送付先】 

  「村松志保子助産師顕彰会」事務局 

  住所：〒192-0914  東京都八王子市片倉町1181－5 

  電話・ＦＡＸ  ： 042-635-7117  

  Ｅメール   ： otafuku-o@nifty.com.jp 
【会費等振込先】 

  口 座 名：村松志保子助産師顕彰会 

  口座番号：郵便貯金 総合通帳  
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トピックス♪ 

 顕彰会からの報告事項です 
 

  平成20年度会員数（平成22年3月現在） 

    役 員 （ 14 名 ）  一般会員 （ 84 名）      
 

  H21.4.12  H21年度通常総会・第1回理事会 
              第8回村松志保子賞等表彰式および懇親会 
 H21.11.4  H21年度第2回理事会 
 H21.1.24  村松志保子氏の墓参り 
 H21.2       表彰状の変更（見開き仕様のA4サイズ、ノート型） 
 H21.7.9      ｢すみだやさしいまち宣言｣PR展のイベントへ参加 
                  講演会「お産・子育てから助産師が伝えたい 
                  生命のメッセージ」  講師：岡本喜代子先生 
 H21.10. 6    H21年度第3回理事会 

 H21.12.20  5周年記念講演「私の歩んできた道・時代」 

         広瀬綾子先生・佐々木みよゑ先生 
 H22.3.26     H21年度第4回理事会 

 H22.3.吉日 第9回村松志保子賞等表彰式（郵送の部） 

           会報誌発行 

村松志保子氏の 
実家のご紋が 
分かりました！！ 

すみだの街と志保子 
 墨田公園が発行している「花華通信」は、墨田の名所・旧跡をたくさん紹
介しています。この度は、花華通信からご紹介です。 
 明治時代に、女史の活躍が認められない事を懸念した新聞社（読売）が、
16職種に分けて活躍する女性を募集したところ、墨田から6名が選出されま
した。 
その中の一人が、「村松志保子」で、総ての部門で一位となっています。 
 慈善の助産師であり、すみだゆかりの人です。 
「すみだやさしいまち宣言」の先駆者として、新タワーにふさわしいですね。 

えな神社 新タワー 

表彰状を変更しました。村松家の家紋をアレンジしていますよ。 
（A４サイズの見開きになりました） 

 顕彰会の座談会 H21年12月20日「私の歩んできた道・時代」広瀬綾子先生・佐々木みよ江先生 
 印象に残ったお話を抜粋してみました！ 

 

・物が尊い時代で、どんな時代が来ても乗り越えていけると思えた時代だった。 
・助産師の体はえらいものだ、忙しくても寝る暇が無くても苦になることはなかった。 
・今のように相手の身になって・・・とか、命の大切さなんていうけどそんなこと当然のことだった。・家庭に密着した助産であった。 
・寝ないで困るという最近の母親、ベットに一人で寝させてねないという。そばで寝てあげる大切さを分かっていない。 
・入院中に大切にしていることは、お母さんが自分で育児がすべてできるようになってから、家に帰してあげることだった。特に母乳。 
・訪問時はタッチと声かけを主に、大変だけど頑張ろうね、何でもあったら電話してね、呼んでね、と心のケアをやってきた。 
・あたりまえのことだが、心と心が通うこと、タッチ、そしてケアの大切さ。 
・心配になるようなことは言わない。・コミュニケーションを大切に。・異常には手を付けない、先を見越した行動をとる。 
・皆さんに喜ばれることをいつも考えていた。・地域に密着して仕事ができるのは助産師である。 
・助産師のレベルアップを図ることの大切さ、それには医学的知識と実技の積み重ねが必要であること。 
・基本的な医学を勉強した上で、高い志で物事を考えなければならない。物事お金で考えてはいけない。 
・大切にしていることは感謝の気持ち、手を合わせること。家族のつながりの大切さ。 
・今までの行き方でいいですか？と投げかけていくことの重要性。 
 座談会では、それぞれの先生方の経験のにじみ出るような優しいお話に、時折涙し、そうだそうだとうなずいていました。 
 なんと心温まるお話だったことでしょう。 
 何年か後にこのような雰囲気を、若い助産師たちの目標となるものを頂いたような気がしました。 
 ありがとうございました。いつの世も私たち助産師はお母さんのそばでお母さんたちを支えているのですね。 
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墨田公園が発行している「花華通信」は、墨田の名所・旧跡をたくさん紹

明治時代に、女史の活躍が認められない事を懸念した新聞社（読売）が、
名が選出されま

「すみだやさしいまち宣言」の先駆者として、新タワーにふさわしいですね。 

・今のように相手の身になって・・・とか、命の大切さなんていうけどそんなこと当然のことだった。・家庭に密着した助産であった。 

・入院中に大切にしていることは、お母さんが自分で育児がすべてできるようになってから、家に帰してあげることだった。特に母乳。 


